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もうひとつの白兎伝説

『八頭の白兎伝説』
～慈住寺記録・城光寺縁起より～

その昔この地に天照大神が降臨され、

しばらく留まられたいと行宮 (仮の宮 )を

建てる地を探していたところ、一匹の兎が

現れ天照大神の道しるべをしたという

伝説が八頭町には伝わっています。

兎は天照大神の衣の裾をくわえ、中山から

尾根づたいに霊石山の広い窪地のふたつの

石があるところ (伊勢ヶ平 )へ誘い、

姿を消しました。天照大神はそこへ行宮を

営み暫く留まられた後、霊石山にある

大きな石の上(御子石)に冠を残して現在の

氷ノ山を越え元伊勢の方に去って行かれた

とのことです。


